
PF（ポイント＆フィギュア）の 
    作成と使い方 

  講師：小林芳彦 



１．PFは時間の概念を持たない。純粋に変化した値幅を記入する。 
 
２．1枠をいくらで作成するか、何枠で転換するかを最初に決める。 
 
３．一般に１枠を１０銭、３枠転換で記入することが多い。 
  長期のチャートは １枠を５０銭、３枠転換などで付けるケースもあり。 
 
４．トレンドを見る場合には４５度線を引き、ブレイクに順張りすることが多い。 
 

PF(ポイント＆フィギュア）とは 



1枠10銭、3枠転換を 10ｂｙ30と呼ぶ。上昇を×下落を○で記入する。 
 
転換する場合には行を変えて上昇は1枠上から、下落は1枠下から記入する。 
転換がない場合には上昇・下落をそのまま作図する。 
転換する場合には転換が完成してから（30銭以上反転してから）作図する。 
 
113.00も113.09もPFでは113.00と同一。112.70が出合って、初めて転換する。 
上昇時は端数は切り捨て。下落時は端数は切り上げ。 



期間（2017.09.14～2017.10.10）のPFチャート 

45度線ブレイク！ 



45度線のサポート・レジスタンスは

一つの目安として利用。何度も止
まったところをブレイクする時には
順張りで参入するイメージで。 



同じ期間をローソク足とPFで比較 

赤は上値抵抗線、青は下値支持線。 
ろうそく足では１１２円台ははっきり目立つポイントが 
少ないですが、PFでは１１２．８０台が４５度の抵抗線、 
１１１．９０割れで順張り売りを表しています。 
ろうそくとPFで確認して、同じポイントが確認出来たら、 
逆指値を置いておくのも一つの手です。 



小林芳彦のマーケットナビ 

PFチャートは、PC取引画面の「小林芳彦のマーケットナビ」→為替ニュースメニューより 
ご確認いただけます。更新は1日1回です。 




